
港まちづくり協議会ニュース
第４５号 （平成２２年３月１２日発行）

西築地学区の子育てに役立つ情報が満載の『みなと子育てガイド
ブック』がついに完成しました！このガイドブックは、企画から取材
まで、子育て交流の縁側「まちの遊び場へ行こう！」の運営も行っ
ている、ＮＰＯ法人みなと子育ているかねっとの現役ママさんたちが
行いました。
子育て真っ最中の現役ママならではの視点が生かされていて、

子育て中の方なら誰もが知りたい、役立つ情報ばかりがまとめられ
ています。子育てをするのが大変だといわれる時代ですが、このガ
イドブックが少しでも子育てを楽しくし、同じ子育て世代への応援と
なるように、とのママたちの想いが込められています。
西築地以外に住む子育て中のご家族やご友人の方にもぜひおす

すめいただき、子育てにやさしい西築地の魅力をお伝えいただけれ
ばと思います。

西築地学区子育て情報誌

『みなと子育てガイドブック』 が完成しました！

■平成22年3月発行
■A5サイズ／フルカラー／本文32頁
■発行部数4,000部
■無料配布

現役ママが教える
みなと攻略術

みなと子育てガイドブック 目次

現役ママが企画・取材した、子育て世代にうれしい情報誌！

ママさんたちの編集会議の様子
取材に向けて、カメラ講習も

P.04 ママ＆キッズで巡る！みなと１dayプラン
P.08 ママのクチコミ公園情報
P.10 地域で子育て！ 商店街は地元の情報発信基地
P.14 子連れにやさしい 地元ママのクチコミショップ

子育てに役立つデータ集
P.18 幼稚園ガイド
P.23 習い事ガイド
P.24 病院ガイド
P.28 公共施設ガイド

P.31 Making of  kosodateGUIDE
P.32 Mama’s voice（編集後記）

＊『みなと子育てガイドブック』は、西築地学区全戸配布の他に、港区
役所、港保健所、港児童館等に置かせていただく予定です。

＊本誌の内容は、ホームページでもご覧いただけます。
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いつも行く場所でも違う楽しみ方が
あることが発見できました。みなさ
んも自分だけのお気に入りを探して
みてください。住んでいる町がもっ
と好きになると思います。

Mama’s Voice
NPO法人みなと子育ているかねっと
代表 中谷菜保子さん



「提案公募によるまちづくり事業」の各事業が開催されました。
開催された、5つの団体による事業をご紹介します。

一般募集の参加者も加わった、
太鼓演奏と感動の音楽劇

■開催日 ： 平成22年1月10日（日）
■場所 ： 港文化小劇場
■企画運営 ： 絆

西築地路地裏遊びの会さんによる、コマやけん玉、まりつき、
ベーゴマといった昔懐かしい遊びの体験イベントが開催されました。
“こまのたけちゃん”や“こまのおっちゃん”、地域の達人によるパ

フォーマンスでは次々と必殺技が披露され、観客からは終始、驚
きの声と拍手が出ていました。パフォーマンスの後は、必殺技に触
発されてか大人も子どもも夢中になって、昔遊びに興じていました。
イベント開催前には、地域の保育園や小学校でのコマ公演も行

われていて、公演を見て「自分もやってみたい」と思って会場に来
てくれた子どもたちも多かったようです。
大人も子どもも一緒になって遊べる昔遊びが西築地に根づいて

いき、世代を交えた交流が生まれていくといいですね。

絆さんによる、太鼓演奏と音楽劇で構成された公演が
行われました。第1部は一般募集により集まった地域の
方々も加わった和太鼓の演奏と名古屋港水族館職員・加
藤さんのお話。公演当日に向けて行われた太鼓練習ワー
クショップには、地域の方がたくさん参加されていました。
第2部の音楽劇「雲の上の鐘」は、水族館へ行きたいと

願っていた難病の少年と、少年と同じ日に亡くなったイル
カの実話を題材とした演劇・歌・太鼓を組み合わせた音楽
劇で、真実の物語が持つ感動が存分に伝わってくる舞台
でした。地域の皆さんが一緒になってひとつの作品を作り
上げることや、芸術的な作品に触れる素晴らしい機会とな
りました。

太鼓練習ワークショップは大盛り上がり

音楽劇「いのち輝く～キミといる地球（ほし）～」

■日時 ： 平成21年12月27日（日）
平成22年 1月10日（日）

■場所 ： 西築地小学校体育館
■企画運営 ： 西築地路地裏遊びの会

町ぐるみ 路地裏遊び大作戦

小鳩幼児園でのコマ公演
歓声と笑い声でいっぱい

大人も子どもも夢中で昔遊びにチャレンジ

熱気あふれる
太鼓演奏の第1部

感動を呼んだ
音楽劇の第2部

大人も子どもも夢中になる昔遊びの魅力



西築地学区子ども会連合会さんによる、陶芸教室と屋外
遊びのイベントが開催されました。会場となったのは、瀬
戸市にある品野陶磁器センター。西築地学区の約140名
の親子が参加し、手びねりでお皿や灰皿や表札などの自
由作品を、ろくろではカップを作りました。陶芸は初めての
方が多く、普段はなかなかできない体験に、大人も子ども
も真剣な眼差しで作品づくりに没頭していました。陶芸教
室の後は、モリコロパークで元気いっぱい屋外遊びを満喫
しました。
親子一緒にものづくり文化を支える伝統工芸にふれ元

気に遊んだ一日は、心に残る思い出となったのではない
でしょうか。

愛知のものづくり文化にふれる充実の一日

みなと医療生活協同組合 西築地支部 小さな館『て
とてとあんど』さんによるゴムチューブの伸縮性を利用し
て行う、老化防止と筋肉アップを目的とした体操の教室
が開催されました。テンポのよい音楽に合わせて、
チューブを伸ばしたり縮めたりして、衰えがちな筋肉を
動かします。
講師の原晴美さんは、元気に楽しいトークを交え指導

をされていました。一人で体操するよりも、みんなで笑い
とともに楽しく体を動かすことが、なによりの健康の源と
なっているようでした。そして、これまで面識のなかった
参加者同士が言葉を交わすなど、体操をするだけでなく、
教室は地域の交流の和を広げる場となっていました。

笑顔で体を動かすことが健康の源

講師の楽しい指導が人気

■開催日 ： 平成22年2月7日（日）
■場所 ： 瀬戸市品野陶磁器センター

愛・地球博記念公園
■企画運営 ： 西築地子ども会連合会

自然とふれあおう 親子で陶芸教室

ろくろを回してカップづくりに挑戦

■開催日 ： 平成21年12月5日・21日、平成22年1月18日、2月6日・15日
■場所 ： 西築地コミュニティセンター
■企画運営 ： みなと医療生活協同組合 西築地支部

小さな館『てとてとあんど』

思い思いの自由作品づくり

チューブの伸縮性
によって筋肉を動かす

いつでもどこでも老化防止・筋肉アップ

健やかな毎日「ちゅ～ぶ体操」



＜お問い合わせ先＞ 受付時間 ： 平日9：00～18：00
港まちづくり協議会事務局 〒455-0037 名古屋市港区名港1-14-23 コーラルまるさんビル2階 Ｄ号室
電話：052-654-8911  FAX：052-654-8912  Eメール：m i n a t o - m a c h i @ v i e w . o c n . n e . j p
★上記の事務局に会議資料を設置し、どなたでも閲覧できるようにしています。
★港まちづくり協議会の情報はインターネットでも見ることができます。
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□港まちづくり協議会では、ボートピア名古屋設置に伴い競艇を施行する自治体（蒲郡市など）から名古屋市に
交付される「環境整備協力費」を財源とする「港まち活性化事業補助金」を用いたまちづくり事業を、住民と行政
との協働により検討・実施しています。協議会の委員は、西築地学区連絡協議会・築地口商店街振興組合・
ポートオブナゴヤ商店街振興組合からの推薦を頂いた方々と名古屋市の職員で構成されています。

□港まちづくり協議会の会議は誰でも傍聴できます。傍聴のルール、会議の開催日や会場など詳しくは下記の
協議会事務局までお問い合わせください。

港まちづくり協議会の会議概要をお知らせします。

第５２回会議 日時：平成２１年１２月１７日（木） 午後６時３０分～午後８時１３分

１．調査検討事業「まちづくり先進事例視察」について
○視察先について審議した結果、自主防災を行っている、1．京都案 と 2．奈良案から優先的に日程調整をし
ていくことを承認しました。また、ＮＰＯ法人レスキューストックヤードへ地域住民の意向にそった自主防災を
進める際のアドバイス等を依頼することとなりました。

２．まちの縁側づくり事業「新規提案等」について
○案について審議した結果、案の通り承認しました。また、スポーツを通した地域交流について来年度以降の
方向性も検討していくことが提案されました。

３．「まちのにぎわいに関する講演・落語」について
○案について審議した結果、案の通り承認しました。

防潮壁メモリアル実行委員会さんによる旧防潮壁に壁画を
描く事業が行われました。
今回壁画を描くのは、西築地小学校の5、6年生の子どもた

ち。アーティストと子どもたちで相談しながら決めた壁画の図
案をもとに、アーティストの方が当日までに下絵を描いてお
き、その上に子どもたちが思い思いの絵を描いていきます。
当日は、風が強くかなり冷えましたが、主役の子どもたち

はそれぞれ下書きしてきた図案を見ながら元気に絵を描い
ていました。現場には、行政等の関わりのある方たちも訪れ、
多くの方がこの事業を支えてくださっている事を伝えていまし
た。様々な地域の人たちが協力して制作された壁画は、大
人も含めた地域全体の財産となっています。

様々な地域の方の協力でできた壁画は、地域の財産

■開催日 ： 平成22年2月16日（火）
■場所 ： 旧防潮壁の北側の一部

（名古屋市港区入船2丁目1番地）

■企画運営 ： 防潮壁メモリアル実行委員会

防潮壁の修景事業

クジラの下絵の上に子どもたちが描く

子どもたちが下書きをしてきた図案
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